
                       

 

令和５年３月１０日 

鉄道局鉄道事業課 

 

南阿蘇鉄道の鉄道事業再構築実施計画の認定について 
 
国土交通大臣は、南阿蘇鉄道の鉄道事業再構築実施計画について、令和５年 

３月１０日付けで認定を行いました。 

 

国土交通大臣は、南阿蘇鉄道株式会社等から申請のあった鉄道事業再構築実施

計画について、地域公共交通の活性化及び再生に関する法律第２４条第２項に基づ

き、令和５年３月１０日付けで認定を行いました。 

現在、第一種鉄道事業者として南阿蘇鉄道株式会社が経営する高森線について

は、南阿蘇鉄道株式会社が第二種鉄道事業者となって鉄道事業の営業・運営に専

念し、輸送と利用促進を行い、一般社団法人南阿蘇鉄道管理機構が第三種鉄道事

業者となって鉄道資産の保有と適切な管理を行います。これにより、南阿蘇鉄道高森

線の安定的な輸送・維持が図られることとなります。 

 

【概要】（詳細については添付資料をご覧ください。） 

○申請者 

南阿蘇鉄道株式会社、一般社団法人南阿蘇鉄道管理機構、高森町、南阿蘇村、

熊本県 

○事業構造の変更 

 （現行）第一種鉄道事業者：南阿蘇鉄道株式会社 

（変更）第二種鉄道事業者：南阿蘇鉄道株式会社 

第三種鉄道事業者：一般社団法人南阿蘇鉄道管理機構 

○計画期間 

１０年間：令和５年４月１日～令和１５年３月３１日 

 

【参考】 

鉄道事業再構築実施計画の認定は、今回が１３件目となります。 
 
平成２８年４月の熊本地震の影響により不通となっている南阿蘇鉄道（立野駅～中

松駅間）の運転再開は令和５年７月１５日（予定）です。（全線運転再開は７年３か月

ぶり） 

 

 

【問い合わせ先】 

鉄道局鉄道事業課 中田、坂本 

代表 03-5253-8111(内線 40664), 直通 03-5253-8539 

 

同時発表：九州運輸局 



○南阿蘇鉄道の鉄道事業再構築実施計画の概要 
 

１．鉄道事業再構築事業を実施する路線   

南阿蘇鉄道 高森線 

 

２．旅客鉄道事業の経営改善 

・ＪＲ豊肥本線接続強化 

・立野駅周辺整備事業、高森駅周辺再開発 

・鉄道とバス・乗合タクシー等との乗継利便性の向上、外国人観光客の受

入環境整備 等 

 

３．地方公共団体その他の者による支援 

・鉄道施設・鉄道用地の譲受・保有 

・設備更新、維持修繕等に要する費用の負担 

・沿線地域による利用促進・増収策の推進 

 

４．事業構造の変更の内容 

 （現行）  第一種鉄道事業者：南阿蘇鉄道株式会社 

（変更後） 第二種鉄道事業者：南阿蘇鉄道株式会社 

第三種鉄道事業者：一般社団法人南阿蘇鉄道管理機構 

変更後は、南阿蘇鉄道が南阿蘇鉄道管理機構に鉄道施設および鉄道用地を

無償譲渡、南阿蘇鉄道管理機構が鉄道施設や鉄道用地の保有等を行い、南阿

蘇鉄道が南阿蘇鉄道管理機構から鉄道施設および鉄道用地を無償で借り受

けて運行を行う。 

 

５．鉄道事業再構築事業の実施予定期間 

 令和５年４月１日～令和１５年３月３１日 

 

６．鉄道事業再構築事業の効果 

南阿蘇鉄道が第二種鉄道事業者となって鉄道事業の営業・運営に専念し

輸送と利用促進を行う。また、南阿蘇鉄道管理機構が第三種鉄道事業者と

なって鉄道資産の保有と適切な管理を行う。これにより、当該路線の安定

的な輸送・維持が図られる。 



南阿蘇鉄道（株）の概要

【名 称】南阿蘇鉄道株式会社

【代 表 者 】代表取締役社長 草村 大成

【設 立】昭和60年4月1日

【所 在 地 】熊本県阿蘇郡高森町

大字高森1537番地2

【資 本 金 】1億円

【株 主】南阿蘇村（56.50%）、高森町(33.90%)、

山都町(7.00%）、西原村(2.50%)、大津町

(0.05%)、阿蘇南部農協協議会(0.05%)

【事 業】鉄道事業、旅行業

【営業開始】昭和61年4月1日

【路線延長】高森線 17.7km

【駅 数】10駅

【列車本数】《令和5年7月15日～》

上下14本/日（うちJR豊肥線直通2本）

《参考》上下15本/日（平成27年度）

【保有車両】10両（うち5両/1編成は観光列車）

【輸送実績】46千人/年（令和3年度）

《参考》 257千人/年（平成27年度）

【経常損益】▲44百万円（令和3年度）

《参考》 ▲14百万円（平成27年度）

2016（平成28）年 4月 熊本地震により被災し運行休止

2017（平成29）年10月 第4回再生協議会にて上下分離方式導入を決定

2022（令和4）年 3月 「南阿蘇鉄道沿線地域公共交通計画」を策定

2022（令和4）年 4月 一般社団法人南阿蘇鉄道管理機構 設立

（熊本県、高森町、南阿蘇村）

2023（令和5）年 2月 鉄道事業再構築実施計画認定申請

2023（令和5）年 3月 同実施計画大臣認定

2023（令和5）年 4月 鉄道事業再構築実施計画の開始

概 要 路線図

スケジュール

JR豊肥線

不通区間（R5.7.15運転再開予定）



鉄道事業再構築事業実施スキーム
（計画期間：令和５年４月～令和１５年３月）

■輸送人員：２７．８万人／年（Ｒ１４年度見込）
（計画未実施の場合：２３．４万人／年）

■収支の均衡

効 果

具体的施策と効果

■安全な輸送サービスの確保
◇鉄道施設・車両の改修・更新の実施

［１０年間：２１億円］
◇鉄道施設の維持修繕の充実

［１０年間：４億円］

■住民ニーズに対応した持続可能な公共交通
網の構築
◇ＪＲ豊肥本線接続強化（乗り入れ実施）
◇立野駅周辺整備事業（P＆R用駐車場整備等）
◇高森駅周辺再開発（駅舎建替え等）
◇二次交通網との結節強化

■沿線地域と連携した利用促進活動の推進
◇地域住民の定期的な駅の利活用の仕掛けづくり
◇駅舎を活用した地域のにぎわいづくりとの連携

◇鉄道とバス・乗合タクシー等との乗継利便性向上

◇スマート観光交通体系構築の推進

・熊本型観光MaaSの導入に向けた実証実験 等

◇南阿蘇鉄道自体の観光素材としての磨きあげ
◇外国人観光客の受入環境整備 等

具体的な施策

(一社)南阿蘇鉄道管理機構
《第三種鉄道事業者》

南阿蘇鉄道（株）

運 行

《第二種鉄道事業者》

鉄道用地保有

車両保有・維持管理

南阿蘇鉄道の鉄道事業再構築事業の概要

鉄道用地・
施設を
無償譲渡

鉄道用地・
施設の
無償貸付

鉄道施設保有

運営費の負担・
設備投資費用等の補助

南阿蘇村
高森町

駅舎保有・維持管理

鉄道施設の
保守管理費用の負担

鉄道施設の
保守管理業務

鉄道施設の
保守管理費用の負担

設備投資費用等
の補助 国

熊本県


